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…鱗磨風主記P●か`1の姓

じ夕順 働く'1ヽ

10月 25日 (日)フ 0名近くの参

加者が、快晴の天気の下、各史

跡のウォークを楽しまれました。

11月 21日 (土)「観光まちづく

り研究会Jの方々との歴街ウォー

クと意見交換を行いました。

11月 22日 (日)関 西学院大学

松本清一郎ゼミの方々と案内&

拠点にてディスカッションを実施。

繍 品幣

12月 2日 (水)カ ロ古川「ほほえ

み会Jの皆様と、仏壇工房の見学

等歴史ウォークを行いました。

12月 06日 (日)今回の楽市に

は、県立播磨高校生による社会

体験学習の出店もありました。

12月 12日 (主)岐 阜県立加納

高校地域研究部の皆様を当地区

の各史跡や工房を案内しました。

六晦日ゴ係夜の鐘

12月 31日 (木)今 年も約 200

名の方が鐘つきに参加され、来訪

者には甘酒等が振舞われました。

【その他活動記録】
・10/11、11/8、12/13   「尼ヨEO母

道にしまちや」でワークショップ

「楽」を行い、資料整理、にしまち

や清掃、歴史ウォークの準備等

の作業を行いました。

「提案型協同事業マップ作成作

業」に関し、店舗交渉等の作業を

会員各自が個別に活動。
12月 14日 (月)Bs朝 日の正

月SPの ロケがあり、当会員がサ

ポ ト。後姿は俳優篠井英介さん。

2011年 活動予定

◇船場御坊楽市の開催

(船場城西の会 HPス マホ用リンク・QRコ ード)

3月 6日(日)、5月 1日(日)、7月3日(日)、9月4日(日)開 催時間 朝9:00～昼12:00

◇平成の寺子屋 「こども論語塾」

毎月第 1土曜日 10:00～10:45船 場本徳寺内、白書院 参加費:200円

講師: 山崎みどり先生 (姫 路生まれ 姫路独協大 外国語学部教授 )

◇研修旅行予定 2月 7日 (日)

会費納入のお願い

平成 27年度の年会費(1000円)の納付をお願い致します。事務局、楽市受付、又は振込みで、

振込先/播州信用金庫 船場支店 (普)8977591特定非営利活動法人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会

会員・スタッフ募集 例 会を一度のでいてみませんか(毎月第四金曜1け30～ /場所:竜野町5T目 にしまちや)



船場・械西―温撫細新
毎号に少しずつですが、音の船場、城西の景観等、その当時の資料を掲載していきます。

今は修復された姫路城が注目されていますが、姫路はお城だけではなく、他にも多くの歴史が詰まつた街です。

私たちの街の音の歴史がわかると、今の街並みがもつと輝いて見えてきますよ。

シリーズ③ 西国街道(龍野町筋)
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【資料A】①現在の龍野町6T目 ②現在の

龍野町lT目 ③備前橋跡(H26/9発掘発見)

④景福寺山 城主松平明矩(アキノリ)墓所

⑤薬師山 ⑥姫路城(姫路城主 酒井雅楽頭

/ウタノカミ)② 弘宗(広筆)【 資料B】 行程

記表紙 【写真C】 H26/9備前橋跡発掘場

所で県立考古博物館員による説明風景 場

所/産業道路 こじま眼科東側
※資料A、B:山 口県文書館所蔵 より

これは、萩藩が江戸時代中期 1770年頃に作つた「行程記」の中で西国街道の

姫路城下を表した部分です。 こ の「行程記」は萩城下から江戸までの街道沿い

の情報を克明に記した参勤交代のために作られた当時の旅行ガイドです。

姫路城下の西国街道は、現在の龍野町6T目 ①～龍野町lT目 ②を経て、備前
橋③を通り東に延びています。
この西国街道は、明治20年頃に姫路に鉄道が弾かれるまで、京都と中国地方
を業ぎ、参勤交代の大名や旅人等が行き交う陸上の主要交通路でした。 現 在の

龍野町筋の道沿いの家々には当時の様相が僅かにしか残っていませんが、道幅
二間半(約45m)は 当時そのままで、lT目 からお城に背を向け西に歩いていくと、
当時と同じように街道正面に薬師山の本々が見え、途中で右手に景福寺山門や
山の緑が垣問見え、少しですが当時の旅人と同じ感慨を味わうことができます。
上の古地図を見ながら歩くと、いつもとは違つた景色に見えるかもしれませんよ。

紙面作成i原 隆


